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決算説明
株式会社エアトリ
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「次のステージへ」
〜上場後の第3ステージの始まり〜
〜エアトリグループは再始動する〜 

会長に送る内容
・サマリ
・CXOサロン　前半に
持っていきます

5人
会長社長渡邉さん
土屋長谷川

前に持っていく
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 FY24.9期 第4Q「次のステージへ」〜FY24.9期 通期営業利益（減損控除前）36.2億円〜

 FY24.9期から上場後の第3ステージ開始
成⻑戦略「エアトリ2024」の実⾏により通期営業利益（減損控除前）が36.2億円

エアトリ旅⾏事業において成⻑鈍化があるものの、成⻑投資も⾏い事業利益を確保！
 〜エアトリ旅⾏事業が前年同期⽐で増収を継続し事業ポートフォリオ全体を牽引〜    

単位：（億円）

※上記の4Q業績は現時点の速報値であり、実際の業績とは異なる可能性がございます。

FY20.9期
（通期実績）

△82.0

△7.9

連結営業利益
（減損控除前）

連結営業利益
（減損控除後）

 △89.9

 △89.9億円
 （減損控除後）

 （減損控除後）

FY24.9期より、上場後の第3ステージ「次のステー
ジへ」の開始
FY21.9期からFY23.9期までの第2ステージ「”リ‧ス
タート”」により推進したエアトリ旅⾏事業の収益拡
⼤と事業ポートフォリオの分散のもと、第3ステージ
も引き続き好調に推移し事業利益を積み上げ

 （減損控除前）
1Q業績

（FY24.9期）

9.8

FY24.9期
（1Q業績） ※

 △3.6

 25.5億円
 （減損控除前）

FY22.9期
（通期実績）

21.9

通期実績
（FY22.9期）

 （減損控除後）

減損計上

36.2

通期累計
（FY24.9期）

（減損控除前）

FY24.9期
（通期業績）

36.2億円
 （減損控除前）

 40.5億円
 （減損控除前）

 （減損控除後）

通期実績
（FY21.9期）

FY21.9期
（通期実績）

31.5

 △9.0
減損計上

 （減損控除後）

FY23.9期
（通期実績）
 36.9億円
 （減損控除前）

 △16.8

20.1
 （減損控除後）

通期実績
（FY23.9期）

減損計上

減損計上

第3ステージ「エアトリ ”次のステージへ”」
（FY24.9期〜）

第1ステージ
（上場後〜FY20.9期）

第2ステージ「エアトリ ”リ‧スタート”」
（FY21.9期〜FY23.9期）

2

FY24.9期
（2Q業績）

2Q業績
（FY24.9期）

10.4

※

FY24.9期
（3Q業績）

6.6

3Q業績
（FY24.9期）

24.0

通期累計
（FY24.9期）

（減損控除後）

24.0億円
 （減損控除後）

20.0

上⽅修正後
通期業績予想

（FY24.9期）

FY24.9期
（通期業績予想）

20億円
 （業績予想）

4Q業績
（FY24.9期）

9.2

FY24.9期
（4Q業績）

通期実績
（FY20.9期）

 △12.2
減損計上

更新中



Copyright © AirTrip Corp. All Rights Reserved.

人材 
ソリューション事業  

ITオフショア  
開発事業 

地方創生 
事業 

メディア事業  

クラウド 
事業 

訪日旅行事業・  
Wi-Fiレンタル事業  

FY24.9期 第4Q「次のステージへ」
〜毎年1事業の⽴ち上げにより、「エアトリ5000」の達成と営業利益50億円‧100億円への拡⼤を⽬指す〜

エアトリ 
旅行事業 

法人DX推進事業  
・ヘルスケア事業  

マッチング  
プラットフォーム事

業 

CXO  
コミュニティ事業  

経済圏

AIロボット事業  

ゴルフライフ  
サポート事業  

外貨自動両替機  
事業 

町家宿泊・  
日本文化体験事業  

16事業シンプル版

1. ロゴと短い説
明文追加

2. 説明文はコー
ポレートトップ
の内容にす
（https://www.
airtrip.co.jp/）

3.

株式会社エアトリプレミアム倶楽部 株式会社ベストリザーブ
株式会社エアトリ

（2016年3⽉31⽇ 上場）

株式会社エヌズ‧エンタープライズ 株式会社かんざし
※上場準備中

株式会社かんざし
※上場準備中

ノースショア株式会社 

株式会社GROWTH

株式会社ピカパカ
※上場準備中 ※投資先にて注⼒

株式会社ピカパカエージェント
※上場準備中  ※投資先にて注⼒

 

国内外の航空券や宿泊予約を提
供する総合旅⾏プラットフォー
ム「エアトリ」を運営。

成⻑企業への投資及びM&Aで
事業拡⼤をサポート。

観光テックとHRテックを活⽤して地域の活性化を図る。

旅館やホテル向けのデジタルサービ
スを提供し、業務効率化を⽀援。

広告業務のデジタルトランスフォー
メーションとクリエイティブを⽀援。

企業のマーケティング⼈材を紹介し、
マッチングをサポート。

経営層向けのイベントや交
流会を通じてネットワーキ
ングを⽀援。

組織のＤＸ化‧経営⽀援を
サポート。

システムエンジニアリン
グと専⾨⼈材の紹介サー
ビスを展開。

AIロボットを通じて、⾼性能AI
と⼈とのつながりを増やす。

ゴルフ業界に特化した各サービスを展開。

各事業の詳細は次ページ参照➡

⾃社開発の外貨両替機を通じて、
訪⽇外国⼈を受け⼊れるインフラ整備に貢献。

⽇本の伝統家屋”町屋”を中⼼に
「泊まる」「⾷べる」「遊ぶ」
の体験を展開。

株式会社エアトリCXOサロン
※上場準備中  

ゴルフライフ株式会社
※投資先にて注⼒

株式会社エイジェーインターブリッジ
※投資先にて注⼒ ドーナッツ ロボティクス株式会社

※投資先にて注⼒

株式会社セラ‧ホールディングス
※投資先にて注⼒

3

株式会社まぐまぐ
（2020年9⽉24⽇ 上場）

メルマガやWEBメディアを
通じた情報発信とマーケ
ティング。

株式会社インバウンドプラットフォーム
（2023年8⽉29⽇ 上場）

訪⽇外国⼈向けの旅⾏サポー
トとWi-Fiレンタルサービスを
提供。

ドコドア株式会社
株式会社ハイブリッドテクノロジーズ

（2021年12⽉23⽇上場） Evolable Asia Co., Ltd

Wur株式会社

ベトナム拠点でITエンジニアの開発を⽀援し、⼤規模プロジェクトに対応。

エアトリグループの強みとなる事業グ
ロース⼒‧マーケティング⼒‧システム
開発⼒‧ブランド⼒‧資⾦調達⼒‧顧
客基盤‧経営陣等のアセットの活⽤に

よる事業ポートフォリオ構築を推進

全16事業

クリエイティブ  
ソリューション  

＆DX事業 

投資事業 
（エアトリCVC）  

https://www.airtrip.co.jp/
https://www.airtrip.co.jp/


Copyright © AirTrip Corp. All Rights Reserved.【町家宿泊‧⽇本⽂化体験事業】投資先のエイジェーインターブリッジが中核となり、地⽅の過疎
化、空き家の増加などの社会的課題の解決を⽬指す

【外貨⾃動両替機事業】投資先のセラ‧ホールディングスが中核となり、世界中の⽀払い⼿段を⽇本ですぐに使え
る⼿段にエクスチェンジするシステムの創造を⽬指す

【クリエイティブソリューション＆DX 事 業 】
ノースショアが中核となり、クリエイタープラッ
トフォーム「クリショア」等を運営し、クリエイ
ティブで顧客の課題解決することで、広告業界の
業務をDX化を⽬指す

【AIロボット事 業】投 資 先のドーナッツロボティ
クスが中核となり、ChatGPTを搭載した家庭⽤⾒
守りロボット「シナモン」等を開 発‧製 造‧販 売
し、世界初の AIロボット普及を⽬指す

【⼈材ソリューション事業】投資先のピカパ
カエージェントが中 核となり、システムエン
ジニアリングサービスや⼈材紹介、採⽤⽀援
サービスを提 供し、世 界と⽇ 本を繋ぐ転 職
エージェントを⽬指す

【法⼈DX推進事業‧ヘルスケア事業】投資先のピカパカが中
核となり、クラウド型法⼈出張サポートサービスやデジタル営
業システムを展開し、法⼈DX∕ヘルスケアの領域で⼈‧社会を
結びつけるコンテンツプラットフォームを⽬指す

【エアトリ旅⾏事業】国内旅⾏領域では、新規商材の拡充と戦略的マーケティング投資による収益⼤幅拡⼤、海外
旅⾏領域では海外旅⾏需要の回復に向けて、各航空会社や世界⼤⼿ホテルサプライヤーとの連携強化による商品拡
充とサイトの最適なUI/UX改善の推進により、旅⾏業界最速で事業成⻑を⽬指す

 FY24.9期 第4Q「次のステージへ」
 〜毎年1事業の⽴ち上げにより、「エアトリ5000」の達成と営業利益50億円‧100億円への拡⼤を⽬指す〜

株式会社エアトリプレミアム倶楽部 株式会社ベストリザーブ
株式会社エアトリ

（2016年3⽉31⽇ 上場）
【ITオフショア開発事業】ハイブリッドテクノロジーズ（東証グロース上場：4260）にて上流⼯程の設計⼒
と豊富なオフショアの開発⼒を組み合わせたハイブリッド型のDX⽀援を実施
⼦会社のエボラブルアジアにて、ベトナムにITオフショア開発の拠点を有する
また、ハイブリッドテクノロジーズの⼦会社WurにおけるWebシステム‧アプリ開発の展開と、同じく⼦会
社ドコドアにおける中⼩企業向けのDX⽀援の展開により対応領域を拡⼤し、顧客とともに成⻑を⽬指す

【訪⽇旅⾏事業‧Wi-Fiレンタル事業】インバウンドプ
ラットフォーム（東証グロース上場：5587）が中核とな
り、訪⽇‧在留外国⼈の多様なニーズに応じて、⽇本の
魅⼒的な⽂化‧観光資源を最⼤限に活⽤した様々なサー
ビス展開を推進し、訪⽇‧在留外国⼈市場に新たな価値
創出を⽬指す

【メディア事業】まぐまぐ（東証スタンダード上
場：4059）の「まぐまぐ！」を始めとしたプラッ
トフォーム 事 業 と4つのWEBメディアにおける 広
告 事 業とのシナジー効 果 創 出 型の事 業 成 ⻑によ
り、No.1クリエイターファーストプラットフォー
ムを⽬指す

株式会社ハイブリッドテクノロジーズ
（2021年12⽉23⽇ 上場） Evolable Asia Co., Ltd

Wur株式会社 ドコドア株式会社

株式会社インバウンドプラットフォーム
（2023年8⽉29⽇ 上場） 株式会社まぐまぐ

（2020年9⽉24⽇ 上場）

【投資事業（エアトリCVC）】これまで累
計19社の上場を実現した投資ナレッジ‧経
験を活かして、IPOの蓋然性の⾼さを重視
した成⻑領域への積極投資により、戦略的
にエアトリ経済圏の拡⼤‧強化を⽬指す

【地⽅創⽣事業】かんざしとエヌズ‧エンタープライズが
中核となり、地⽅の⼈⼝不⾜等の社会課題を解決すべく、
「観光テック」×「HRテック」を軸としたソリューション
展開により、交流⼈⼝拡⼤と地域経済の活性化を⽬指す

株式会社エヌズ‧エンタープライズ株式会社かんざし
※上場準備中 【マッチングプラットフォーム 事 業 】

GROWTHが中核となり、企業の⼈材不⾜を
解 消し、フリーランスや副 業 ⼈ 材にとって
最 適 なジョブマッチングのプラットフォー
ムを⽬指す

【クラウド事業】かんざしが中核となり、宿泊業界の業
務効率改善に向けたクラウドサービスを中⼼に展開し、
広がったチャネルと散らばったデータを集 約してより便
利な世界を⽬指す

株式会社かんざし
※上場準備中

ノースショア株式会社  株式会社GROWTH
【CXOコミュニティ事 業】エアトリCXOサロンが中 核と
なり、年に1回の2000名規模の⼤型ベンチャーイベント
や、「エアトリCXOサロン」(完全招待制経営者コミュニ
ティ)では、定期的に経営者交流会やイベント等を開催
し、営業担当20名超の体制で最⼤級のコミュニティづく
りを⽬指す

株式会社エアトリCXOサロン
※上場準備中  

株式会社ピカパカ
※上場準備中 ※投資先にて注⼒

株式会社ピカパカエージェント
※上場準備中  ※投資先にて注⼒

 

ドーナッツ ロボティクス株式会社
※投資先にて注⼒

【ゴルフライフサポート事 業】投 資 先のゴルフラ
イフが 中 核 となり、ゴルフ 業 界 に 特 化 した 各 種
サービスを展 開し、スクランブルゴルフの普 及を
⽬指す

ゴルフライフ株式会社
※投資先にて注⼒

株式会社エイジェーインターブリッジ ※投資先にて注⼒

ひな編集済み

4
株式会社セラ‧ホールディングス ※投資先にて注⼒
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エアトリ経済圏の拡⼤‧強化に向けた仲間集め
FY24.9期は7件のM&Aを実⾏済み

〜今後もM&Aによる成⻑投資‧仲間集めを積極的に展開予定〜
〜案件のご紹介、ご相談をお待ちしております！〜

 FY24.9期に実施したM&Aまとめ

株式会社ベストリザーブ
を⼦会社化

※2023年12⽉

エアトリ旅⾏事業

株式会社エアトリエージェント
を完全⼦会社化

※2023年10⽉

⼈材ソリューション事業

※上場準備中

ノースショア株式会社
をグループ会社化

※2024年1⽉

クリエイティブソリューション＆
DX事業

※2024年4月

株式会社GROWTH
を⼦会社化

※2024年4⽉

マッチングプラットフォーム事業

投資先の株式会社ユナイテッド
ウィルよりSES事業譲受

※2024年3⽉

⼈材ソリューション事業

※上場準備中

ハイブリッドテクノロジーズ
にてWur株式会社を⼦会社

※2024年4⽉

ITオフショア開発事業

ハイブリッドテクノロジーズ
にてドコドア株式会社を⼦会社

※2024年7⽉

ITオフショア開発事業

5資本提携‧M&Aに関するお問い合わせはこちら
https://www.airtrip.co.jp/capital

https://www.airtrip.co.jp/capital/
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1
FY24.9期の連結業績は、取扱⾼1,235億円（YoY118%）、売上⾼266億円、営業利益（減損控除前）36.2億円、営業利益（減損控除後）24.0億円
今期より、上場後の第3ステージの開始と位置づけ、中⻑期成⻑戦略「エアトリ5000」及びFY24.9期 成⻑戦略「エアトリ2024」のもと、エアトリ旅⾏事業
を中⼼に各事業ポートフォリオで事業収益を積み上げ、取扱⾼‧売上収益‧売上総利益‧営業利益は前期⽐増加で着地
エアトリ旅⾏事業において成⻑鈍化があるものの、エアトリ新規商材、その他注⼒事業、新規事業への成⻑投資も⾏いながら、事業利益を確保し、エアト
リは「次のステージへ」

2
エアトリ旅⾏事業では、FY19.9期までの「広告投資フェーズ」に獲得した認知度と、旅⾏需要の増減にあわせた戦略的なマーケティング投資の継続及び、
UI/UX改善やエアトリポイント制度の拡充による利便性の向上と各種プロモーションの成果により、既存商材である国内‧海外の「航空券」と「航空券＋ホ
テル（エアトリプラス）」を中⼼に収益の柱として事業ポートフォリオ全体を牽引
また、今期の新規注⼒商材である「ホテル、新幹線、⾼速バス、レンタカー」の拡充のための投資を実⾏し、航空券以外にも多数の旅⾏コンテンツをなん
でも取り扱う総合旅⾏プラットフォーム「エアトリ」の商材拡充に注⼒

3 エアトリの新TV-CMの放映を開始し、8⽉1⽇に新CM完成発表会を開催
「なんでもエアトリ」をキーワードに、引き続きIKKOさんを起⽤した新クリエイティブでブランド認知拡⼤を図るマーケティング投資を新たに展開

4 エアトリ旅⾏事業以外のその他注⼒事業（ITオフショア開発事業、訪⽇旅⾏事業‧Wi-Fiレンタル事業、メディア事業、投資事業（エアトリCVC）、地⽅創
⽣事業、クラウド事業）では、概ね好調‧堅調に推移

5
また、新規事業として「CXO コミュニティ事業」を開始し、8⽉1⽇に「エアトリ‧アスティーダフェス 2024 東京」を2,000名近い規模で開催
株式会社エアトリCXOサロンを設⽴し、半年で参加社数が1,000社を達成、「継続は⼒なり」として、今後もコミュニティの更なる拡⼤に向け邁進
当グループのアセットと「丁寧」な運営により、他社には真似できない「満⾜度の⾼い」経営者コミュニティとして最⼤級を⽬指す！

6
新規事業では、「エアトリ5000」の早期達成に向けたM&Aを積極的に実施し、エアトリ経済圏の拡⼤‧強化に向けた仲間集めを展開
FY24.9期は、ノースショア株式会社をグループ会社化し、「クリエイティブソリューション＆DX事業」を開始、株式会社GROWTHを⼦会社化し「マッチン
グプラットフォーム事業」を開始
グループ会社のハイブリッドテクノロジーズにて実施した2件のM&Aを含め、今期は合計7件のM&Aを実⾏、今後もM&Aによる仲間集めを積極的に展開予定

7
FY25.9期は取扱⾼と売上収益は増収、成⻑鈍化する既存事業に続く事業の創出に向けた「エアトリ」新規商材、その他注⼒事業、新規事業への成⻑投資を
継続
毎年新規事業⽴ち上げにより事業ポートフォリオ戦略「エアトリ経済圏」の構築‧強化を推進し、中⻑期成⻑戦略「エアトリ5000」の達成と営業利益50億
円‧100億円への拡⼤により、エアトリグループは終わりなき成⻑を⽬指す

 FY24.9期 第4Q「次のステージへ」〜エグゼクティブ‧サマリー〜

6

成長鈍化
成長投資

・トピックス
エアトリCXO
半年で1千名

他は大きな変更なし
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1．「エアトリ」ブランド作り
エアトリグループは和製OTA No.1を⽬指し、エアトリが国⺠的サービスになることを⽬標にまい進しており、常にユーザーファーストで「毎⽇がファン作
り」を標ぼうしています。東証プライム上場企業として、役職員が誇りを持てる「エアトリ」ブランド作りを⾏っています。
2．コンプライアンス遵守とハラスメント撲滅
東証プライム上場企業グループとして、コンプライアンス遵守を⽇々徹底しています。内部通報制度が充実しており、⽇々の啓蒙活動等も強化しています。
ハラスメント撲滅に対する意識も⾼く、安全で快適な職場環境を実現し、時代に即してクリーンな形で会社組織運営がなされています。会社公認の集まりは
全て任意参加としていて、参加した場合には業務として扱う事としています。また、時間管理社員への勤務時間外での業務連絡は原則禁⽌としています。
3．ITの⼒で「エアトリ」経済圏を構築
エアトリグループは、多⾓的な事業展開で全12事業を⾏い、ITの⼒を活⽤し、「エアトリ経済圏」を強化、終わりなき成⻑を⽬指しています。これまで、エ
アトリ社も含めたグループ4社が上場企業となるまで成⻑をしています。また、毎年1事業の⽴ち上げることを⽬標に、M＆Aや事業提携を積極的に⾏い仲間
を増やしています。これにより、役職員と共に新しい景⾊を⾒て、新たな成⻑環境や機会の創出を⾏っています。
4．役職員の育成強化
エアトリグループと共に成⻑する役職員を歓迎し、四半期に⼀度の⼈事考課による昇格昇給やグループ業績に基づく昇給等、成果による評価と役職員への還
元をスピード感を持って⾏っています。また、役職員⾃⾝の⾃薦によって、異動制度や新たな機会創出に伴う異動や兼務の募集、成⻑するグループ各社への
出向‧転籍希望等による新たな機会の提供を積極的に実施しています。エアトリグループでは、ダイバーシティを尊重し、様々なバックグランドを持つ役職
員が活躍しており、全役職員が公平かつ平等で成果に対する評価を受けます。
5．福利厚⽣の充実
エアトリでは福利厚⽣の充実にも⼒を⼊れています。各種⼿当（住宅⼿当、家族⼿当、⻑期勤続⼿当や⾮喫煙者⼿当）、お弁当代を最⼤半額補助、福利厚⽣
での休暇取得時の航空券の付与等が制度としてあります。有給休暇取得奨励や産休育休も取得しやすい⾵⼟になっており、研修制度等により⾃⼰研鑽も推奨
しています。また、社外イベント（各種スポーツ‧⾳楽や芸術鑑賞等）への任意での役職員参加の機会や様々なサービス‧商品のプレゼント‧割引等も多く
あります。
6．ワークライフバランス促進
エアトリグループ社員の成⻑とワークライフバランスを最優先しています。⾏動規範である「ボールは持たずに即対応‧即実⾏」「来客30分会議20分」の
徹底等で業務の無駄を排除しています。従業員の平均残業時間は2023年実績で約20時間及び直近⽉実績で約20時間未満となっている等、ホワイト企業で役
職員の効率的な働き⽅を実現しています。

 エアトリグループの約束〜働き⽅改⾰推進とコンプライアンス強化〜

7

成長鈍化
成長投資

・トピックス
エアトリCXO
半年で1千名

他は大きな変更なし

（2024年6⽉14⽇改訂版）
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FY24.4Q 決算概要

8
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    取扱⾼1,235億円 前期⽐118%
エアトリ旅⾏事業の伸⻑により、⼤幅に増加

 取扱⾼推移

9
※FY19.4Qよりキャンセル前取扱⾼に変更。

連結取扱⾼（億円）
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売上収益  前期比114%
エアトリ旅行事業の伸長により、増収で推移

 売上収益推移

連結売上収益（百万円）

10

更新中数値更新済み
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 営業利益推移

  営業利益 前期⽐119%
エアトリ旅⾏事業の伸⻑により、好調に推移

連結営業利益（百万円）

11

更新中数値更新済み
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売上収益‧売上総利益‧営業利益は前年⽐で増加

FY23.4Q FY24.4Q

⾦額 売上⾼⽐率 ⾦額 売上⾼⽐率

取扱⾼ 104,547 ー 123,498 ー

売上収益 23,386 100.0% 26,635 100.0%

売上総利益 13,528 57.8% 15,853 59.5%

営業利益 2,018 8.6% 2,401 9.0%

親会社帰属
当期純利益 1,274 5.4% 2,084 7.8%

 損益計算書 概況

12

（百万円）

更新中数値更新済み
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オンライン旅⾏事業セグメントが全体を牽引

 セグメント損益 概況

13

（百万円）

報告セグメント

合計 調整額 連結合計オンライン

旅行事業

ITオフショア

開発事業
投資事業

売上収益 24,610 158 1,869 26,639 △4 26,635
セグメント

利益
4,151 △257 21 3,915 △1,513 2,401

※「調整額」の区分は、主に各報告セグメントに帰属しない全社費用及びセグメント間取引であります。 
 
 

報告セグメントの各事業ごとの内訳は次ページ参照➡
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 報告セグメントの各事業ごとの内訳

14

前期比　無理に出さ
なくても良い
セグメント出せれば

かんざし
↓
エヌズ国内ツアー、
ホールセールはエア
トリ旅行事業

報告セグメント

事業区分 オンライン旅⾏事業 ITオフショア
開発事業 投資事業

エアトリ旅⾏事業

その他注⼒事業

新規事業

重要投資先にて注⼒

エアトリ
旅⾏事業

ITオフショア
開発事業

訪⽇旅⾏事業‧
Wi-Fiレンタル事

業
メディア事業

地⽅創⽣
事業

投資事業
（エアトリCVC）

クラウド
事業

クリエイティブ
ソリューション

＆DX事業

マッチング
プラットフォーム

事業
CXO 

コミュニティ事業

法⼈DX推進事業
‧ヘルスケア事業

⼈材
ソリューション事

業業
AIロボット事業 ゴルフライフ

サポート事業
外貨⾃動両替機

事業
町家宿泊‧

⽇本⽂化体験事業
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 報告セグメントの各事業ごとの内訳

15

前期比　無理に出さ
なくても良い
セグメント出せれば

かんざし
↓
エヌズ国内ツアー、
ホールセールはエア
トリ旅行事業

事業区分 内訳⾦額（億円） 合計（億円） エアトリ経済圏 実績と今後の⾒通し

エ
ア
ト
リ
旅
⾏
事
業

国内旅⾏領域 取扱⾼ ：659
粗利  ：104

取扱⾼ ：1,143
粗利  ：128
営業利益：38

成⻑鈍化があるものの、新規
商材のシェア拡⼤に注⼒

海外旅⾏領域 取扱⾼ ：484
粗利  ：24

為替等の外部要因の影響を受
けつつも、緩やかに回復

そ
の
他
注
⼒
事
業

ITオフショア
開発事業

取扱⾼ ：2
粗利  ：0.5
営業利益：△2

取扱⾼ ：88
粗利  ：32
営業利益：1

グループの根幹事業であるがハイ
ブリッドテクノロジーズの持分法
適⽤により⾦額的な重要性減

投資事業
取扱⾼ ：19
粗利  ：8
営業利益：0.2

IPOの蓋然性の⾼い成⻑企業へ
の投資を継続

その他注⼒事業
取扱⾼ ：67
粗利  ：23
営業利益：3

中核⼦会社を中⼼に⾮旅⾏事
業領域の拡⼤を⽬指す

新規事業
取扱⾼ ：2
粗利  ：0.4
営業利益：0.0

取扱⾼ ：2
粗利  ：0.4
営業利益：0.0

エアトリ5000の達成に向けて
中⻑期の事業拡⼤を⽬指す

エアトリ旅⾏事業にて成⻑鈍化があるものの、エアトリ新規商材‧その他注⼒事業等への
成⻑投資を⾏い、戦略的に「エアトリ経済圏」を拡⼤

エアトリ
旅⾏事業

ITオフショア
開発事業

投資事業
（エアトリCVC）

訪⽇旅⾏事業‧
Wi-Fiレンタル事

業
メディア事業 地⽅創⽣

事業
クラウド

事業

クリエイティブ
ソリューション

＆DX事業

マッチング
プラットフォーム

事業
CXO 

コミュニティ事業
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 減損損失‧評価損の計上について

各事業の⾒通しに対して、早期の判断を⾏い、
戦略的に評価損失、減損損失等を計上

〜グループ全体で約12億円を計上〜

16

各事業における⼀部資産の減損損失（グループ合計約 12億円）

 営業投資先の
再評価
（4Q）

投資実⾏から期間が経過している等の投資先について、IPO蓋然性や事業計画の達成状況などを
踏まえてより慎重に評価を実施し、当初計画や⾒通しからの変更が⼤きな営業投資先に対して、
評価損を計上

⼦会社事業に
関連する評価損

（4Q）
まぐまぐ、インバウンドプラットフォーム等の⼦会社において、ソフトウェア等の固定資産に対
する投資への損失を計上

 親会社事業の
評価損
（4Q）

親会社で計上しているソフトウェア等の固定資産に対する投資への損失を計上

 M&Aによる成⻑投資
（4Q）

直近でM&Aをした会社について、投資額の評価において、⼀部費⽤計上や前倒しでの減損処理を
実施
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利益の積み上げで、⾃⼰資本は堅調に推移
（百万円）

 貸借対照表 概況

17

FY23.4Q FY24.4Q 増減額

流動資産 24,615 20,938 △3,677

現預⾦ 12,453 9,647 △2,806

営業投資有価証券等 6,989 6,144 △845

⾮流動資産 5,970 8,004 2,034

総資産 30,586 28,942 △1,644

負債 17,298 14,135 △3,163

有利⼦負債 4,250 3,257 △993

資本合計 13,287 14,807 1,520

⾃⼰資本⽐率 43.4% 51.1% +7.7%

更新中数値更新済み
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FY24.9期 営業利益（減損等控除前）は好調に推移
営業利益（減損控除後）は上⽅修正後の業績予想を上回る着地

  〜上場後の第3ステージ「エアトリ ”次のステージへ”」突⼊し、好調な事業進捗を継続〜

FY24.9期 通期業績（実績値）と通期業績予想との⽐較

（百万円）

18

※ 

※上記修正通期予想は、2024年2⽉14⽇及び8⽉14⽇に発表した通期連結業績予想計画値になります。

FY24.9期
通期業績予想
（期⾸予想）

FY24.9期
通期業績予想

（期中修正予想）

FY24.9期
通期業績予想
（直近予想）

FY24.9期
通期業績

（実績値）

達成率
（直近予想対⽐）

取扱⾼ 120,000 120,000 120,000 123,498 102.9%
売上収益 26,000 26,000 26,000 26,635 102.4%
営業利益

（減損等控除前） ー 1,000 2,000 3,618 180.9%

営業利益
（減損等控除後） ー 1,000 2,000 2,401 120.1%

配当額 ー ー ー 10円/株 ー
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FY24.4Q 主要KPIの推移

19
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 主要KPIの推移〜
 FY24.9期 4Q 粗利益推移：国内旅⾏領域が事業ポートフォリオ全体を牽引し、前年同期を上回る粗利益を達成！

国内旅⾏領域が事業ポートフォリオ全体を牽引
その他事業領域は好調な事業進捗を継続し、事業ポートフォリオ全体で粗利益が増加！

〜海外旅⾏領域も前年⽐で増加し、今後も緩やかな回復を⾒込む〜

※上記粗利益推移は、当社グループの経営管理⽤の速報数値です。

（億円）

FY23.9

国内旅⾏領域
海外旅⾏領域

その他事業領域

全国旅⾏⽀援を経て、国内
旅⾏の⼤幅成⻑により、夏
の需要を捉え、過去最⾼⽔

準の粗利益⽔準をキープ

20

国内旅⾏‧海外旅⾏は前期
を上回る⽔準で推移、その
他事業では10⽉の投資事業

の貢献により粗利を獲得

FY24.9

国内旅⾏は春休み及びGW
に向けた需要を着実に取り
込み四半期合計で前年⽐を

上回る粗利を継続

国内旅⾏‧海外旅⾏とも
に、GW及び夏の繁忙期に
向けた需要を取り込み前期

を上回る⽔準で推移

国内旅⾏‧海外旅⾏ともに
堅調に推移、その他事業で
は投資事業にて上場株式の

売却により粗利を獲得

FY25.9

国内旅⾏‧海外旅⾏とも
に、堅調な推移を⾒込む

前半は、前期コロナ後需要
に対する反動減あり

数値更新済み
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 主要KPIの推移〜
 FY24.9期 4Q 販管費推移：販管費削減の継続により固定費は引き続きコロナ前より低い⽔準を維持

コロナ禍での販管費の⾒直し及び削減の継続により
固定費は引き続きコロナ前より低い⽔準を維持

〜第4四半期は、⽉間販管費を約11.1億円でコントロール〜

21

24.9月

FY23.9FY21.9

固定費

変動費
（億円）

12.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

22.9月

2.9

3.6

FY22.9

3.2

7.1

23.9月

6.4

20.2月

FY20.9

4.0

21.9月

2.6

2.0

FY24.9

3.8

7.3

10.0

⼈件費の抑制とその他固定費削減の継続

旅⾏需要に連動した⼈員体制の最適化
⼀部リモートワーク併⽤による通勤費の削減

⼈件費

インフラ管理に係るシステム維持費の最適化
リモートワーク併⽤による地代家賃等の削減
各部⾨別のその他固定費の⾒直し及び削減

その他固定費

変動費と広告宣伝費の最適化

旅⾏需要に応じた業務委託費の増加
各部⾨別の外注費増によるCS体制の品質向上

粗利益に対する広告費率の最適化を継続
4Qは新TV-CMを⽤いて積極的に広告投資を展開

広告宣伝費

変動費

数値更新済み
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 主要KPIの推移〜FY24.9期 4Q 粗利益に対する広告費率：
 「広告投資フェーズ」に獲得した認知度を活かし「利益回収フェーズ」へ向けた戦略的広告投資を実⾏

FY19.9期までの「広告投資フェーズ」に獲得した認知度を活かし、
⾜元の旅⾏需要や今後の成⻑投資のため、戦略的に広告費を投下

〜新規商材の成⻑等に向けて広告費率が上昇基調〜
粗利益
広告費
粗利益に占める広告費率

36.4%

20.8%
29.8%

FY19.9期までは「広告投資フェーズ」
として認知度向上を推進

⾜元の旅⾏需要の増⼤にあわせて
戦略的に広告費を投下

戦略的マーケティング投資
により認知度向上

オーガニック⽐率向上

FY19.4Q⽐で粗利益は増加
粗利に占める広告費率は+2.1%

38.5%
（実績値）

22

エアトリ旅⾏事業

37.8%

（3ヶ⽉） （3ヶ⽉） （3ヶ⽉） （3ヶ⽉） （3ヶ⽉）

数値更新済み

※粗利率の算定において⾮経常的な粗利益は除いて算出しております。

※
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 主要KPIの推移〜
 FY24.9期 4Q 粗利益に対する変動費率：粗利益に対する変動費率の最適化を継続

粗利に対する変動費率は、旅⾏需要の変動に応じたマーケティング投資と
オペレーションコストの最適化コントロールを継続

〜旅⾏需要の変動に応じて変動費を戦略的にコントロール〜

粗利益
変動費
粗利益に占める変動費率

31.0%
39.4%

48.9%

粗利益に対する変動費率の最適化を継続

販管費の⾒直しにより
⼀部固定費を変動費化

46.0%

23

50.8%
（実績値）

（3ヶ月） （3ヶ月） （3ヶ月） （3ヶ月） （3ヶ月）

204Qはカット

粗利からアンビショ
ンを除く

※粗利率の算定において⾮経常的な粗利益は除いて算出しております。

※
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主要KPIの推移〜
UI/UX改善と広告投資によりCVR‧クロスセル率ともに堅調‧好調に推移！

UI/UX改善とクロスセル商材の販促強化に伴い
クロスセル率は前年同期⽐129％と⼤きく成⻑

〜CVRはTVCM等の広告投資による流⼊数増加により
わずかに減少しているものの堅調に推移〜

エアトリ旅⾏事業

※1 国内‧海外の航空券∕ホテル∕DPを対象に加重平均にて算出
※2 国内‧海外のホテル（DPを含む）∕レンタカー∕保険を対象に加重平均にて算出

98％

CVR

129％
※FY23.4Q対⽐

クロスセル率

※FY23.4Q対比
KEEP

※1

（4Q実績値） （4Q実績値）
※2

UP

24

更新済み
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主要KPIの推移〜
オーガニック粗利益の推移：過去最⾼⽔準を維持し堅調に推移！

25

最重要KPIであるオーガニック粗利益  
過去最⾼⽔準の前四半期から更に伸⻑！

〜FY24.3Q対⽐で103%を達成〜

エアトリ旅⾏事業

オーガニック粗利益

FY24.1Q
（3ヶ月）

FY24.2Q
（3ヶ月）

※広告やメタサーチを経由しない顧客への販売による粗利益を指す
 （エアトリキーワードでの⾃然検索やアプリなどによる流⼊によるもの）

過去最⾼⽔準の前四半期と同⽔準を維持
オーガニック粗利益は堅調に推移！

FY24.3Q
（3ヶ月）

FY24.4Q
（3ヶ月）

更新済み
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前四半期から継続した新規注⼒商材の拡充に向けた投資により
その他商材の予約数は前年同期を上回る成⻑！

〜その他注⼒旅⾏商材はFY23.4Q対⽐で117%と更に増加〜

エアトリ旅⾏事業

FY21.4Q
（3ヶ⽉）

その他注⼒旅⾏商材において
⼤きく予約数を伸ばすことで

全体の底上げを達成

その他注⼒商材の成⻑〜前年同期⽐増加で推移〜

※ 国内‧海外のレンタカー、保険、ホテル、航空券＋ホテル、新幹線の合算値となります。

その他注⼒商材予約数 ※

26

FY22.4Q
（3ヶ⽉）

FY23.4Q
（3ヶ⽉）

FY24.4Q
（3ヶ⽉）

更新済み
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 投資事業（エアトリCVC）〜
 投資先IPO社数‧損益推移：毎期の投資先IPO案件の輩出とバリューアップ等により利益を積み上げ

FY24 投資先IPO5社 投資事業損益+1.1億円
〜毎期の投資先IPO案件の輩出とバリューアップ等により利益を積み上げ〜

〜累計投資社数135社 IPOの蓋然性が⾼い成⻑企業への投資を継続〜

27

＜投資事業（エアトリ CVC）損益推移＞ 

（億円）

※ 累計投資社数 / 投資額、IPO社数には⼦会社‧グループ会社は含まれておりません。

投資事業（エアトリCVC）

 累計投資社数 / 投資額 83社 / 36億円66社 / 28億円 135社 / 53億円64社 / 23億円

投資有価証券の減損損失
投資先の評価‧売却損益等
投資先IPOによる損益

IPO社数

FY22 通期
合計損益 +4.2億円

FY21 通期
合計損益 +4.3億円

FY24 通期
合計損益 +1.1億円

FY20 通期
合計損益 +4.1億円

FY23 通期
合計損益 +1.7億円

123社 / 50億円

未更新
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FY25.9期 業績予想

28



Copyright © AirTrip Corp. All Rights Reserved.

FY25.9期 業績予想は、取扱⾼1,350億円、売上⾼280億円、営業利益10億円
エアトリ旅⾏事業において成⻑鈍化があるものの、成⻑投資も⾏い前期⽐増収を⽬指す

営業利益は将来に向けた投資の影響を考慮した⾒通し

 FY25.9期 成⻑戦略「エアトリ2025」〜FY25.9期 業績予想

  FY25.9期  
期⾸通期予想

業績予想における⽅針

既存事業 成⻑投資

取扱⾼ 135,000 エアトリ旅⾏事業において成⻑鈍化があ
るものの、注⼒旅⾏商材への投資‧エア
トリ旅⾏事業に続く事業の成⻑等により
前期⽐で増収を⽬指す

「エアトリ5000」の早期達成に向け、新
規注⼒商材への投資と、M&A、新規事業
の⽴ち上げにより、中⻑期的に収益拡⼤
を⾒込める事業への投資に注⼒売上収益 28,000

営業利益 1,000
販管費のうち、固定費は⼈件費等を中⼼に前
期⽐10%程度の増加を⾒込む
変動費は、粗利に対する変動費率を前期と同
⽔準で⾒込み、既存事業では前期⽐で増益を
⽬指す

将来に向けた投資や新規事業が業績の利
益⾯に与える影響を考慮し、業績予想に
反映

（百万円）

29

更新済
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 FY25.9期 成⻑戦略「エアトリ2025」〜FY25.9期 業績予想に関する補⾜

30

既存事業は前期に引き続き、エアトリ旅⾏事業を中⼼に増収増益を⽬指し
既存事業利益の⼀部を「エアトリ5000」の早期達成に向けた将来の成⻑へ投資

〜営業利益は将来へ向けた投資や新規事業⽴ち上げ、
M&Aの検討を積極的に⾏うことを踏まえた⾒通しで、更なる事業成⻑を⽬指す〜

FY24.9期

1,235億円

158億円

134億円

取扱⾼

粗利

△販管費

FY25.9期

1,350億円 / 前期⽐109％

テイクレートはFY24.9期と同⽔準を
⾒込む

変動費率はFY24.9期と同⽔準で計画
固定費はFY24.9期⽐で110％程度計画

テイクレート：13%※

粗利に対する変動費率
：50.8％
固定費：3.8億円/⽉

取扱⾼

粗利

既存事業利益

△成⻑投資

営業利益

△販管費

エアトリ新規商材と新規事業‧M&A
等の将来への成⻑投資を計画

既存事業の成⻑継続

10億円 / エアトリ新規商材、その他
注⼒事業、新規事業への成⻑投資の
影響を考慮した計画

※グループ全体の粗利÷取扱⾼。⾮経常的な粗利益は除いて算出しております。

36億円営業利益
（減損控除前）

うち投資事業：+8.9億円 成⻑投資により
「エアトリ5000」

の早期達成と
営業利益50億円、
100億円への拡⼤

を⽬指す

黄色ハイライト以外
更新済
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中⻑期成⻑戦略「エアトリ 5000」
〜グループ連結取扱⾼5,000億円を⽬指す成⻑戦略〜
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中⻑期成⻑戦略「エアトリ 5000」の⽬指す姿〜
グループ連結取扱⾼ 5,000億円達成に向けて、終わりなき成⻑を⽬指す

グループ連結取扱⾼5,000億円達成に向けて、終わりなき成⻑を⽬指す

中⻑期成⻑戦略「エアトリ5000」（2024年11⽉更新）

5000

32
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中⻑期成⻑戦略「エアトリ 5000」のロードマップ〜
⾮連続的な成⻑継続によりグループ連結取扱⾼ 5,000億円を⽬指す

連結
取扱⾼

⾮連続的な成⻑継続によりグループ連結取扱⾼5,000億円を⽬指す
FY2025

業績⽬標

取扱⾼

営業利益

10億円

FY2026
業績⽬標

取扱⾼

1,500億円

第3ステージ「エアトリ ”次のステージへ”」  
（FY24.9期～）  

営業利益

50億円

将来の
業績⽬標

取扱⾼

5,000億円

営業利益

未定

エアトリ旅⾏事業
その他注⼒事業
新規事業

Business
Stage

FY2016 

277
億円

マザーズ上場

第2ステージ「エアトリ ”リ・スタート”」  
（FY21.9期～FY23.9期）  

FY2017

403
億円

東証⼀部上場

第1ステージ（上場後～FY20.9期）  

FY2018

831
億円

DeNAトラベル
のM&A

FY2019

1,460
億円

DeNAトラベル
のPMI

FY2020

727
億円

⼦会社まぐまぐ
の上場

FY2021

336
億円

過去最⾼営業利益
40.5億円達成

関連会社ハイブリッ
ドテクノロジーズの上

場

FY2022

535
億円

営業利益
25億円達成

（減損控除前）

戦略的マーケティング投資による
エアトリ旅⾏事業の徹底強化

旅⾏以外の既存事業の成⻑継続

成⻑領域への積極投資による
新たな事業基盤の創出‧IPOの輩出

戦略 
1 

戦略 
2 

戦略 
３ 

グループ連結取扱⾼の推移

33

1,350億円

3,000
億円

FY2027〜28 将来像 

5,000
億円

エアト5000
の達成

1,500
億円

営業利益
50億円計画

FY2026FY2023

1,045
億円

営業利益
37億円達成

⼦会社インバウンド
プラットフォームの

上場

（減損控除前） （減損控除前） 

1,235
億円

営業利益
36億円達成

FY2024

（減損控除前）

営業利益
10億円計画

FY2025

1,350
億円
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直近のアクションと成果

34
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 マーケティング〜エアトリ新CM〜

35

エアトリ旅⾏事業

8⽉1⽇（⽊）に「エアトリ新CM完成発表会」を開催
新TV-CMを放映開始！
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 投資事業（エアトリCVC）〜SBCメディカルグループホールディングスが⽶国NASDAQへ上場〜

36

出資先である
SBCメディカルグループホールディングスが

⽶国NASDAQへ上場
〜当社出資先第18号IPO案件〜

〜当社初の⽶国NASDAQ上場案件〜

投資事業（エアトリCVC）
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 投資事業（エアトリCVC）〜ROXX社が東証グロースへ上場〜

37

出資先である株式会社ROXXが
東証グロースへ上場

〜当社出資先第19号IPO案件〜

投資事業（エアトリCVC）
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 CXOコミュニティ事業

　

38

CXO
コミュニティ事業

5⽉の開始から半年で参加社数1000社を達成！
「継続は⼒なり」として、今後もコミュニティの
更なる拡⼤に向け邁進してまいります。

エアトリCXOサロンは「丁寧」な運営に努めて
おります。当グループのアセットと丁寧な運営に
より他社には真似できない「満⾜度の⾼い」経営
者コミュニティを⽬指します。

完全招待制Facebookグループの参加社数1000社達成！
➔経営者コミュニティとして最⼤級を⽬指す！

38
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 FY24.9期 第4Q「次のステージへ」〜エグゼクティブ‧サマリー（再掲）〜

3939

1
FY24.9期の連結業績は、取扱⾼1,235億円（YoY118%）、売上⾼266億円、営業利益（減損控除前）36.2億円、営業利益（減損控除後）24.0億円
今期より、上場後の第3ステージの開始と位置づけ、中⻑期成⻑戦略「エアトリ5000」及びFY24.9期 成⻑戦略「エアトリ2024」のもと、エアトリ旅⾏事業
を中⼼に各事業ポートフォリオで事業収益を積み上げ、取扱⾼‧売上収益‧売上総利益‧営業利益は前期⽐増加で着地
エアトリ旅⾏事業において成⻑鈍化があるものの、エアトリ新規商材、その他注⼒事業、新規事業への成⻑投資も⾏いながら、事業利益を確保し、エアト
リは「次のステージへ」

2
エアトリ旅⾏事業では、FY19.9期までの「広告投資フェーズ」に獲得した認知度と、旅⾏需要の増減にあわせた戦略的なマーケティング投資の継続及び、
UI/UX改善やエアトリポイント制度の拡充による利便性の向上と各種プロモーションの成果により、既存商材である国内‧海外の「航空券」と「航空券＋ホ
テル（エアトリプラス）」を中⼼に収益の柱として事業ポートフォリオ全体を牽引
また、今期の新規注⼒商材である「ホテル、新幹線、⾼速バス、レンタカー」の拡充のための投資を実⾏し、航空券以外にも多数の旅⾏コンテンツをなん
でも取り扱う総合旅⾏プラットフォーム「エアトリ」の商材拡充に注⼒

3 エアトリの新TV-CMの放映を開始し、8⽉1⽇に新CM完成発表会を開催
「なんでもエアトリ」をキーワードに、引き続きIKKOさんを起⽤した新クリエイティブでブランド認知拡⼤を図るマーケティング投資を新たに展開

4 エアトリ旅⾏事業以外のその他注⼒事業（ITオフショア開発事業、訪⽇旅⾏事業‧Wi-Fiレンタル事業、メディア事業、投資事業（エアトリCVC）、地⽅創
⽣事業、クラウド事業）では、概ね好調‧堅調に推移

5
また、新規事業として「CXO コミュニティ事業」を開始し、8⽉1⽇に「エアトリ‧アスティーダフェス 2024 東京」を2,000名近い規模で開催
株式会社エアトリCXOサロンを設⽴し、半年で参加社数が1,000社を達成、「継続は⼒なり」として、今後もコミュニティの更なる拡⼤に向け邁進
当グループのアセットと「丁寧」な運営により、他社には真似できない「満⾜度の⾼い」経営者コミュニティとして最⼤級を⽬指す！

6
新規事業では、「エアトリ5000」の早期達成に向けたM&Aを積極的に実施し、エアトリ経済圏の拡⼤‧強化に向けた仲間集めを展開
FY24.9期は、ノースショア株式会社をグループ会社化し、「クリエイティブソリューション＆DX事業」を開始、株式会社GROWTHを⼦会社化し「マッチン
グプラットフォーム事業」を開始
グループ会社のハイブリッドテクノロジーズにて実施した2件のM&Aを含め、今期は合計7件のM&Aを実⾏、今後もM&Aによる仲間集めを積極的に展開予定

7
FY25.9期は取扱⾼と売上収益は増収、成⻑鈍化する既存事業に続く事業の創出に向けた「エアトリ」新規商材、その他注⼒事業、新規事業への成⻑投資を
継続
毎年新規事業⽴ち上げにより事業ポートフォリオ戦略「エアトリ経済圏」の構築‧強化を推進し、中⻑期成⻑戦略「エアトリ5000」の達成と営業利益50億
円‧100億円への拡⼤により、エアトリグループは終わりなき成⻑を⽬指す
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FY25.9期 成⻑戦略「エアトリ2025」
〜中⻑期成⻑戦略「エアトリ5000」を最速で達成する成⻑戦略〜
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FY25.9期 成⻑戦略「エアトリ2025」の⽬指す姿〜「エアトリ 5000」を最速で達成する成⻑戦略

エアトリ旅⾏事業

新規事業開発

（時間）

（収益）

戦略的マーケティング投資による
エアトリ旅⾏事業の徹底強化

旅⾏領域以外の既存事業
＋新規事業の成⻑継続

成⻑領域への積極投資による
新たな事業基盤の創出‧IPOの輩出

1

2

3

第1ステージ
(上場後からFY20.9期まで)

第2ステージ
(FY21.9期から”リ‧スタート”)

ベンチャー育成

資本業務提携

M&A

“リ‧スタート” 「エアトリ5000」を最速で達成する成⻑戦略
〜エアトリ旅⾏事業を柱とした既存事業＋新規事業の成⻑継続により、

エアトリグループ全体の⾮連続的な成⻑を戦略的に実現する〜

41

メディア事業

ITオフショア
開発事業

    訪⽇旅⾏事業‧
Wi-Fi事業

投資事業
（エアトリCVC）

地⽅創⽣事業

クラウド事業

クリエイティブ
ソリューション

＆DX事業

マッチングプ
ラットフォーム

事業

CXOコミュニ
ティ事業

※投資先が行ってい
る事業はいれておりま
せん

第3ステージ追加
（済）岡部

第3ステージ
（FY24.9期から”次のステージへ”）
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FY25.9期 成⻑戦略「エアトリ2024」〜
新たな事業として「クラウド事業」を⽴ち上げ、エアトリグループの事業ポートフォリオを拡⼤

新たな事業として「クラウド事業」を⽴ち上げ、
エアトリグループの事業ポートフォリオのさらなる拡⼤を⽬指す！

エアトリ旅⾏事業
AirTrip Online Travel

ITオフショア開発事業
IT Off-shore Development

Inbound Travel Agency / Wi-Fi Rental
訪⽇旅⾏事業‧Wi-Fiレンタル事業

メディア事業
Media

Investment (AirTrip CVC）
投資事業（エアトリCVC）

Regional Revitalization
地⽅創⽣事業

CXOコミュニティ事業
CXO Community

新規事業

※投資先が行ってい
る事業はいれておりま
せん

Matching Platform
マッチングプラットフォーム事業

新規事業
Creative Solutions&DX

クリエイティブソリューション＆DX事業

新規事業
Cloud

クラウド事業

新規事業

42
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FY25.9期 成⻑戦略「エアトリ2025」〜エアトリ旅⾏事業

 成⻑エンジンとなる多様な旅⾏需要を的確に捉えた
戦略的マーケティング投資により、業界最速で収益拡⼤

〜グループ全体の事業ポートフォリオの柱として、⾶躍的成⻑を⽬指す〜
エアトリ旅⾏事業の成⻑戦略

1Q 4Q2Q 3Q （時間）

（収益）

〈FY25.9期 エアトリ旅⾏事業の想定収益推移〉

海外旅⾏領域

国内旅⾏領域

エアトリ旅⾏事業のアクションプラン

国内旅⾏

〈新規注⼒商材の拡充とポイント施策の実⾏〉
‧レンタカー‧新幹線‧バス商材の拡⼤
‧ポイント⼤還元施策によるリピーター顧客の囲い込み

〈CVR向上を実現する徹底的なUI/UX改善〉
‧多様な旅⾏需要を的確に捉えたUI/UX改善
‧利便性向上を⽬的とした導線設計や新機能拡充

〈戦略的マーケティング投資によるブランド⼒強化〉
‧多⽅⾯へのエアトリブランディング施策の継続
‧需要増減に応じた戦略的マーケティング投資
‧Twitter等のSNSマーケティングによる認知度向上
‧航空会社や宿泊施設とのタイアップ企画の実施

〈着実な需要回復を取り込む早期収益回復施策の実⾏〉
‧海外旅⾏需要に対する戦略的マーケティング投資
‧新たな海外旅⾏需要に対する商品拡充
‧CVR向上を実現する徹底的なUI/UX改善

海外旅⾏

エアトリ旅⾏事業

● 国内旅⾏領域は、全国旅⾏⽀援を経て⾼まる旅⾏需要の着実な取り込みと、
新規注⼒商材であるレンタカー‧新幹線‧バス商材の拡⼤によって⾼成⻑を
実現し、年間を通じた戦略的マーケティング投資により、業界最速で収益拡
⼤を⽬指す

● 海外旅⾏領域は、FY24.9期の緩やかな回復傾向がFY25.9期も継続する⾒込み
であるが、海外旅⾏の本格化までは⼀定の時間を要し低調な推移を想定。今
後の更なる需要回復を⾒込み、新たな海外旅⾏需要に対する商材の拡充と最
適なUI/UX改善により、需要回復をいち早く取り込み早期の収益回復を⽬指
す
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未更新
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FY25.9期 成⻑戦略「エアトリ2025」
〜ITオフショア開発事業‧訪⽇旅⾏事業∕Wi-Fiレンタル事業‧メディア事業‧地⽅創⽣事業‧クラウド事業

  既存事業＋新規事業の成⻑継続により、
事業ポートフォリオの分散及び再構築を推進

      〜市場の潮流を踏まえて競争優位性を強化し、持続的な成⻑を⽬指す〜
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既存事業＋新規事業の成⻑戦略
● ITオフショア開発事業では、ハイブリッドテクノロジーズ（東証グロース上場：4260）の

上流⼯程の設計⼒と豊富なオフショアの開発⼒を組み合わせたハイブリッド型の⼀気通貫
体制により、顧客ニーズに応じたアジャイル開発を提供し、更なる事業成⻑を⽬指す

● 訪⽇旅⾏事業∕Wi-Fi事業では、インバウンドプラットフォーム（東証グロース上場
：5587）が展開する国内外の顧客向けのWi-Fi事業を主軸として、市場環境の変化に伴って
多様化するインバウンド需要を的確に捉えたボーダレスなサービス展開により、新たな価
値創出を⽬指す

● メディア事業では、まぐまぐ(東証スタンダード上場:4059)にて、プラットフォームのマネ
タイズ機能を向上させ、ユーザーの利⽤を促進。また、新しいメディアプロジェクトや
M&Aを通じてWebメディア経済圏を広げ、クリエイターの活動の場を増やし、最適なサー
ビスを提供して、No.1のクリエイターファーストサービスを⽬指す

● 地⽅創⽣事業では、かんざし及びエヌズ‧エンタープライズが中核となり、地⽅の⼈⼝不
⾜等の社会課題を解決すべく、エヌズ‧エンタープライズの「観光テック」×「HRテッ
ク」を軸としたソリューション展開により、交流⼈⼝拡⼤と地域経済の活性化を⽬指す

既存事業＋新規事業のアクションプラン

メディア事業
〈クリエイターの収益化促進とWebメディア経済圏拡⼤〉
‧チケット販売などのマネタイズ機能利⽤促進
‧新たなメディアプロジェクトとM&Aによる拡⼤

〈⾼スキル⼈材獲得による案件規模拡⼤施策の実⾏〉
‧⾼単価⼈材登⽤による案件規模拡⼤と開発品質向上
‧⾼スキル⼈材の採⽤と戦略的マーケティング投資
〈Wi-Fiレンタルと在留外国⼈向けサービスの強化〉
‧国内外の顧客向けのWi-Fiレンタルの販促強化
‧在留外国⼈向けサービス基盤構築と競争優位性強化

訪⽇旅⾏事業
∕Wi-Fi事業

ITオフショア
開発事業

メディア事業

ITオフショア開発事業
訪⽇旅⾏事業‧Wi-Fi事業

地⽅創⽣事業

地⽅創⽣事業
〈新事業執⾏体制による地⽅創⽣事業の⽴ち上げ〉
‧地⽅⾃治体等との連携によるプロモーション強化
‧⼈材不⾜で悩む地⽅企業とのパイプライン構築

※投資先にて注力  

未更新
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FY25.9期 成⻑戦略「エアトリ2025」〜クラウド事業/クリエイティブソリューション＆DX事業/マッチングプラッ
トフォーム事業/CXOコミュニティ事業

  既存事業＋新規事業の成⻑継続により、
事業ポートフォリオの分散及び再構築を推進

      〜市場の潮流を踏まえて競争優位性を強化し、持続的な成⻑を⽬指す〜
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既存事業＋新規事業の成⻑戦略
● クラウド事業では、かんざしが中核となり、宿泊業界の業務効率改善に向けたクラウド

サービスを中⼼に展開し、旅館‧ホテル‧地場企業などと地⽅⾃治体に最も必要とされる
企業になることを⽬指す

● クリエイティブソリューション＆DX事業では、ノースショアが中核となり、広告業界の業
務をDX化し、本来の業務であるクリエイティビティ（創造⼒）で社会の課題解決に全⼒を
注げる環境を構築することを⽬指す

● マッチングプラットフォーム事業では、GROWTHが中核となり、マーケティング業界出⾝
のキャリアアドバイザーによる⾼いマッチング精度の実現により、マーケティング領域の
フリーランスや副業⼈材にとって最適なジョブマッチングの機会を提供

● CXOコミュニティ事業では、エアトリ CXO サロンが中核となり、当グループのアセットと
丁寧な運営により、他社には真似できない「満⾜度の⾼い」経営者コミュニティを⽬指す

既存事業＋新規事業のアクションプラン

CXOコミュニティ
事業

〈経営者コミュニティのアセット活⽤による多⾓的な運営〉
‧参加者数増加やイベント等を通じた営業⼒‧提案⼒の強化
‧エアトリCVC投資先と参加企業とのイノベーション創出

〈収益の底⽀えの確保と新規リード獲得の強化〉
‧既存クライアントからのリピート受注の増加
‧エアトリグループとの連携による新規のリード獲得
〈エアトリグループのアセット活⽤による事業成⻑〉
‧エアトリCVCと連携した既存商材の営業強化
‧PMIの推進による事業基盤の強化

マッチングプラッ
トフォーム事業

クリエイティブソ
リューション＆DX

事業

CXOコミュニティ事業

クリエイティブソリューション＆DX事業

マッチングプラットフォーム事業

※投資先にて注力  

クラウド事業
〈エアトリCVC投資先との経営統合による新規事業〉
‧統合による営業⼒、マーケティング⼒、開発⼒の融合
‧既存事業とのシナジーによるソリューション拡⼤

クラウド事業



Copyright © AirTrip Corp. All Rights Reserved.

FY25.9期 成⻑戦略「エアトリ2025」〜投資事業（エアトリ CVC）

   IPOの蓋然性の⾼さを重視した成⻑領域への積極投資により、
戦略的にエアトリ経済圏の拡⼤を⽬指す

    〜成⻑領域への積極投資による新たな事業基盤の創出‧IPOの輩出〜

46

投資事業（エアトリCVC）の成長戦略

● 投資事業（エアトリCVC）として、これまで累計15社の上場を実現した投資ナレッジ
‧経験を活かして、IPOの蓋然性の⾼さを重視した成⻑領域への積極投資により、戦
略的にエアトリ経済圏の拡⼤‧強化を⽬指す（新たな事業基盤の創出‧IPOの輩出を
⽬指す）

● 投資の判断軸として「市場∕事業の成⻑性」「将来のリターン確度の⾼さ」「経営陣
‧経営管理体制の実⼒値や成⻑ポテンシャルの定性評価」を中⼼に、IPOの蓋然性が
⾼い成⻑企業へ投資を実⾏する

● 投資実施後のメンタリング⽀援として、エアトリ社の創業後、マザーズ上場、東証⼀
部上場、⼦会社上場、関連会社上場を実現した当社経営陣による投資先⾯談により、
IPOに向けた実現性の⾼いバリューアップ⽀援を提供する

● 経営管理体制の構築⽀援として、「監査法⼈や主幹事証券会社の紹介」「ショートレ
ビュー対応に関するアドバイザリー」「経営管理体制構築に関するアドバイザ
リー」等、IPO準備に必要となる⾒識の提供並びに実務⾯の⽀援を⾏う

● SDGsへの取り組み及び社会貢献の⼀環として、当社投資先がIPOする毎に、経済的
事情‧環境的な事由により、スポーツに取り組むことが難しい⼦どもたちへスポーツ
が出来る環境‧サービスを提供する⼀般社団法⼈ ⽇本未来スポーツ振興協会への寄
付を⾏う

投資事業（エアトリCVC）のアクションプラン

IPOに関する
⾒識の提供

〈リアルな上場準備経験に基づく⾒識の提供〉
‧エアトリ社を始めとして、グループ会社や投資先の
上場準備の過程で直⾯した課題の乗り越え⽅等、実際
の上場準備経験に基づくIPO関連の⾒識の提供

〈IPOの蓋然性やポテンシャルを持つ投資先の選定〉
‧投資先企業の市場∕事業成⻑性を評価する
‧投資後のリターン確度を定量的に評価する
‧経営陣‧経営管理体制の成⻑ポテンシャルの評価

〈上場経験豊富な経営陣によるメンタリング⽀援〉
‧エアトリ社の創業後、マザーズ上場、東証⼀部上
場、⼦会社上場、関連会社上場を実現した当社経営陣
による⾯談を通じたバリューアップ⽀援の提供

メンタリング

投資先の選定

経営管理体制
構築⽀援

〈経営管理体制の構築⽀援に関するアドバイザリー〉
‧監査法⼈や主幹事証券会社の紹介
‧ショートレビュー対応に関するアドバイザリー
‧経営管理体制構築に関する実務⾯のアドバイザリー

投資事業（エアトリCVC）
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 FY25.9期 成⻑戦略「エアトリ2025」〜「エアトリ経済圏」事業ポートフォリオの変遷とグループ中核会社

事業ポートフォリオ変遷 グループ中核会社

エアトリ旅⾏事業 創業当初からのコア事業
2018年に旧DeNAトラベルをM&A エアトリ（東証プライム：6191）

ITオフショア開発事業 2012年事業開始
2017年にハイブリッドテクノロジーズをM&Aし、2021年に上場

ハイブリッドテクノロジーズ（東証グロース：4260）
Evolable Asia Co., Ltd、Wur、ドコドア

訪⽇旅⾏事業‧Wi-Fiレンタル事業 2017年事業開始
2018年にインバウンドプラットフォーム設⽴し、2023年に上場 インバウンドプラットフォーム（東証グロース：5587）

メディア事業 2017年にまぐまぐをM&Aし事業開始、2020年に上場 まぐまぐ（東証スタンダード：4059）

投資事業（エアトリCVC） 2016年事業開始 エアトリCVC（運営はエアトリ）

地⽅創⽣事業
2022年事業開始

2017年にエヌズ‧エンタープライズをM&A後、
2022年にHRテック事業をM&A

かんざし ※上場準備中
エヌズ‧エンタープライズ（かんざし⼦会社）

クラウド事業 2023年にかんざしをM&A、事業開始 かんざし ※上場準備中

クリエイティブソリューション＆DX事業 2024年にノースショアがグループイン、事業開始 ノースショア

マッチングプラットフォーム事業 2024年にGROWTHがグループイン、事業開始 GROWTH

CXO コミュニティ事業 2024年事業開始 エアトリ（東証プライム：6191）、エアトリCXOサロン等

法⼈DX推進事業‧ヘルスケア事業 投資先のピカパカにて注⼒ ピカパカ ※上場準備中

⼈材ソリューション事業
2023年にエアトリエージェント完全⼦会社化、事業開始

2024年に投資先のピカパカにて完全⼦会社化
投資先のピカパカエージェントにて注⼒

ピカパカエージェント（ピカパカ⼦会社） ※上場準備中

AIロボット事業 投資先のドーナッツ ロボティクスにて注⼒ ドーナッツ ロボティクス

ゴルフライフサポート事業 投資先のゴルフライフにて注⼒ ゴルフライフ

外貨⾃動両替機事業 投資先のセラ‧ホールディングスにて注⼒ セラ‧ホールディングス

町家宿泊‧⽇本⽂化体験事業 投資先のエイジェーインターブリッジにて注⼒ エイジェーインターブリッジ 47

未更新・
残す
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中⻑期成⻑戦略「エアトリ 5000」のアクションプラン

「エアトリ5000」を最速で達成するアクションプランを計画
  〜エアトリ旅⾏事業を柱とした既存事業＋新規事業の成⻑継続により、

 エアトリグループ全体の⾮連続的な成⻑を戦略的に実現する〜

48

業績⽬標

⽬標達成年度

取扱⾼ 1,500億円∕営業利益 50億円

FY2026

メディア事業 〈プラットフォーム事業収益拡⼤に向けた戦略的投資〉
‧戦略的投資によるプラットフォーム事業基盤の構築

 〈全⽅位の開発ニーズ獲得による⼤規模成⻑の実現〉
‧コンサルやアジャイル開発等の⾼単価案件獲得に注⼒

〈インバウンド需要獲得に向けたサービス基盤の強化〉
‧インバウンド需要向けのサービス開発‧多⾓化を推進

訪⽇旅⾏事業
∕Wi-Fi事業

ITオフショア
開発事業

投資事業
（エアトリCVC）

〈成⻑領域への積極投資による更なる”IPO”の輩出〉
‧累計投資先200社超‧累計IPO実績30社⽬標

〈戦略的マーケティング投資による⾶躍的成⻑の実現〉
‧取扱⾼1,500億円‧営業利益50億円⽬標

エアトリ
旅⾏事業

〈業界No.1クリエイター1stプラットフォームの実現〉
‧クリエイター基盤の活⽤による業界シェア⼤幅拡⼤

〈業界トップクラスのオフショア開発企業への変⾰〉
‧低コスト∕広範囲∕⾼品質でオフショア開発業界奪取

〈多⾓的なサービス展開によるインバウンド業界奪取〉
‧サービス多⾓化によるインバウンド需要の⼤幅獲得

〈戦略的投資による継続的に”⼤型IPO”の輩出〉
‧累計投資先300社超‧累計IPO実績50社⽬標

〈旅⾏業界を牽引する⾰新的イノベーションの創出〉
‧取扱⾼4,500億円‧営業利益90億円⽬標

取扱⾼ 5,000億円

将来の⽬指す姿

戦略的マーケティング投資による
エアトリ旅⾏事業の徹底強化

旅⾏以外の既存事業の成⻑継続

成⻑領域への積極投資による
新たな事業基盤の創出‧IPOの輩出

戦略
1

戦略
2

戦略
3

グループ連結取扱⾼
5,000億円達成を⽬指す

地⽅創⽣事業 〈観光テック×HRテックによる地⽅課題への挑戦〉
‧地⽅の社会課題に2つのテックソリューションで挑む

〈地⽅課題解決を担う業界を牽引する企業体への変⾰〉
‧地⽅課題解決ノウハウを活かして地⽅創⽣業界を牽引
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中⻑期成⻑戦略「エアトリ 5000」のアクションプラン

「エアトリ5000」を最速で達成するアクションプランを計画
  〜エアトリ旅⾏事業を柱とした既存事業＋新規事業の成⻑継続により、

 エアトリグループ全体の⾮連続的な成⻑を戦略的に実現する〜
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業績⽬標

⽬標達成年度

取扱⾼ 1,500億円∕営業利益 50億円

FY2026

〈プラットフォーム事業収益拡大に向けた戦略的投資〉
・戦略的投資によるプラットフォーム事業基盤の構築

 〈全方位の開発ニーズ獲得による大規模成長の実現〉
・コンサルやアジャイル開発等の高単価案件獲得に注力

〈インバウンド需要獲得に向けたサービス基盤の強化〉
・インバウンド需要向けのサービス開発・多角化を推進

ITオフショア
開発事業

〈成長領域への積極投資による更なる ”IPO”の輩出〉
・累計投資先200社超・累計IPO実績 30社目標 

〈業界No.1クリエイター1stプラットフォームの実現〉  
・クリエイター基盤の活用による業界シェア大幅拡大  

〈業界トップクラスのオフショア開発企業への変革〉
・低コスト／広範囲／高品質でオフショア開発業界奪取

〈多角的なサービス展開によるインバウンド業界奪取〉
・サービス多角化によるインバウンド需要の大幅獲得

〈戦略的投資による継続的に ”大型 IPO”の輩出〉
・累計投資先300社超・累計IPO実績 50社目標

取扱⾼ 5,000億円

将来の⽬指す姿

戦略的マーケティング投資による
エアトリ旅⾏事業の徹底強化

旅⾏以外の既存事業の成⻑継続

成⻑領域への積極投資による
新たな事業基盤の創出‧IPOの輩出

戦略
1

戦略
2

戦略
3

グループ連結取扱⾼
5,000億円達成を⽬指す

〈マッチングプラットフォームの導⼊企業拡⼤〉
‧事業基盤強化と営業連携による案件数増加を⽬指す

〈完全招待制経営者コミュニティの運営〉
‧参加社数1500社、2000社を⽬指す

CXOコミュニ
ティ事業

マッチングプラッ
トフォーム事業

〈マッチングプラットフォーム事業と周辺事業の展開〉
‧ブランド事業の海外展開、M&A等による周辺事業の展開

〈経営者コミュニティのアセットを活⽤した多⾓的な運営〉
‧最⼤級コミュニティを構築し新たなイノベーションを創出

クラウド事業 〈宿泊業界の業務効率改善に向けクラウドサービス展開〉
‧全国5,000軒超の宿泊施設へ展開

〈同ジャンルにおける業界トップシェアの獲得〉
‧エアトリ旅⾏事業、地⽅創⽣事業とのシナジーの最⼤化

〈プロデューサー積極採⽤による営業⼒と提案⼒強化〉
‧採⽤強化によるプロダクトのクオリティ強化を図る

クリエイティブソ
リューション

＆DX事業

〈社会課題解決に向け広告業界のDX化を推進〉
‧クリエイティビティ（創造⼒）に全⼒を注げる環境を構築
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中⻑期成⻑戦略「エアトリ 5000」〜SDGsへの取り組み⽅針

SDGsの達成に向けた様々な取り組みを通じて、
終わりなき成⻑を継続し、アジアの持続的な発展への貢献を推進

〜全てのステークホルダーの満⾜度向上に向けて、更なる企業価値向上を⽬指す〜

50

地域社会への
貢献

公衆衛⽣への
取り組み

グローバリゼー
ションと

ダイバーシティ

スポーツSDGs
への貢献

イノベーション
の推進

働き⽅改⾰への
取り組み
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FY24.4Q 事業進捗

51
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事業ポートフォリオ強化に向けたアクションと成果
〜グループ会社の事業進捗〜
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 グループ会社（⼦会社）：まぐまぐ（証券コード： 4059）

53

＜まぐまぐ社の売上⾼∕営業利益の推移＞

FY23.4Q累計 FY24.4Q累計

売上⾼
（4Q累計実績値）

※FY23.4Q累計対⽐
95.7%

営業利益
（4Q累計実績値）

※FY23.4Q累計対⽐
84百万円増

営業利益
売上⾼

メディア事業

0

160

320

480
（百万円）

475 454

△78
5

事業の効率化により、⼤幅増益
著名⼈プロモーションと新規サービスMagOneをローンチ

〜前年同期⽐で売上⾼95.7%、営業利益84百万円増〜

プラットフォーム事業
3Qから引き続き⾦融系メルマガの有料会員数が増加した
事で増収増益に転じた。SNSマーケティング施策で新規
有料会員獲得の導線を確保し、今後の成⻑基盤を強化。

新規サービスMagOne
クリエイターのための新たな情報発信基地、次世代の
ファンコミュニティサイトとしてMagOneをローンチ。
クリエイターの魅⼒を発掘し、活躍のきっかけを創出す
ることに注⼒。
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 グループ会社（関連会社）：ハイブリッドテクノロジーズ（証券コード：4260）

54

売上⾼ 前期⽐108% 営業利益 前期⽐42%
ベトナム拠点の⼀部を閉鎖し、来期に向け経営リソースを最適化した新体制を整備

売上⾼

※前年同期⽐
108%

ITオフショア開発事業

■売上⾼ ■営業利益
（百万円）

営業利益

※前年同期⽐
42%

グループ体制の拡⼤により増収を維持
売上収益は、主にダナン拠点で発⽣した既存顧客撤退による
減少影響を受けた⼀⽅、新規⼦会社の売上取り込み、新規案
件の獲得により、通期では108%の成⻑。

ダナン拠点の閉鎖に伴う減損損失等を計上
2024年10⽉15⽇にベトナム3拠点のうち、案件や⼈員のマネ
ジメントに課題があったダナン拠点の閉鎖を決議。同拠点で
発⽣した⾮稼働⼈件費、閉鎖に伴う減損損失、事業構造改善
関連費⽤等を計上し、通期の営業利益は前期⽐42%の減益。

2024年10月15日の適時開示： https://ssl4.eir-parts.net/doc/4260/tdnet/2510268/00.pdf
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 グループ会社（⼦会社）：インバウンドプラットフォーム（証券コード：5587）

売上⾼ 前年同期⽐112% 営業利益 前年同期⽐55%
〜訪⽇旅⾏者数の増加に伴い売上は伸⻑するも、競合環境の激化に対するマーケティン

グ強化や新規サービス開発等の投資を増加〜

(百万円)

訪⽇旅⾏客は好調となるものの、モバイルネッ
トワーク事業はサービス開発投資等により減益
YoYは、訪⽇旅⾏の好調推移によりセグメント売上⾼は
105％と成⻑するも、マーケティングコストやeSIMサー
ビス⽴上げ投資により利益減。

新規サービスの⽴ち上げによりライフメディ
アテック事業の売上伸⻑
新たに⽴ち上げたモビリティサービスが好調でセグメ
ントの売上⾼は176％伸⻑。新規サービス⽴ち上げ投
資の増加が利益に影響。

訪⽇旅⾏事業

売上⾼

※前年同期⽐
112%

営業利益

※前年同期⽐
55%

55

■売上⾼ ■営業利益
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エアトリ旅⾏事業
〜直近のアクションと成果〜

56
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国内旅⾏領域における粗利益〜戦略的マーケティング投資により、四半期合計は前年同期と同⽔準を維持

 国内旅⾏領域における粗利益、エアトリ旅⾏事業の成⻑鈍化があるものの
戦略的マーケティング投資により、四半期合計は前年同期と同⽔準を維持

〜8⽉は前年同期⽐108%を達成〜

エアトリ旅⾏事業

※上記数値は、国内航空券、国内航空券＋ホテル、国内ホテル、国内ツアーの合算の粗利益（速報値）となります。

2024年粗利益
2023年粗利益

23.7 24.7 23.9 24.923.8 24.8

8⽉粗利益
前年⽐ 108%

9⽉粗利益
前年⽐ 86%

7⽉粗利益
前年⽐ 106%

57

未更新
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 マーケティング〜ブランディング施策‧プロモーション〜

58

エアトリ旅⾏事業

「横浜ミナトChampionship
~Fujiki Centennial~」

50名様プレゼントキャンペーン

「点取り屋プロあジェクト」
 千葉‧浦和‧横浜 開催

 各6名様プレゼントキャンペーン

「TREASURE BOXING 
PROMOTION䏊」
リング広告を実施

「エアトリ」各種プロモーション活動及びキャンペーンを実施！
〜TV-CM放映‧会場看板等の様々な露出により更なる認知拡⼤へ〜

第63回⽇本プロゴルフシニア選⼿権⼤会
「TSUBURAYA FIELDS HOLDINGS 

ULTRAMAN CUP」
15名様プレゼントキャンペーン

プロ野球 京セラドーム
バックネット裏看板へロゴ掲出

「3150×LUSHBOMU vol.2」
20組40名様

プレゼントキャンペーン
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 マーケティング〜ブランディング施策‧SNSキャンペーン〜

59

「エアトリ」公式SNSを活⽤し各種キャンペーンも引き続き実施！
〜エアトリ会員への還元ならびにSNS拡散による認知拡⼤〜

エアトリ旅⾏事業

国内ペア宿泊 7⽉
1組2名様プレゼントキャンペーン

モデルプレーン
25名様プレゼントキャンペーン

国内ペア宿泊 9⽉
1組2名様プレゼントキャンペーン

佐渡スーパーコシヒカリ
10名様プレゼントキャンペーン

国内ペア宿泊 8⽉
1組2名様プレゼントキャンペーン

モバイルチャージャー
10名様プレゼントキャンペーン

「F.YAZAWA LIVE TOUR 2024」
（フッキーLIVE）

10名様プレゼントキャンペーン

「アリスin Muscleランド」
東京公演 / 群⾺公演

プレゼントキャンペーン
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「エアトリ」キーワード検索数は各種施策により堅実に推移し
夏の旅⾏需要が⾼まる時期に合わせて着実に検索数を積み上げ！

 マーケティング〜エアトリブランディング効果〜

60

エアトリ旅⾏事業

2023年10⽉

ー 2022年10⽉〜2023年10⽉
ー 2023年10⽉〜2024年10⽉

全国旅⾏⽀援の影響で
好調であった昨年と同⽔準で推移

2022年10⽉
全国旅⾏⽀援スタート

2024年1⽉ 2024年4⽉ 2024年10⽉

夏の旅⾏需要が⾼まる時期に合わせて
キーワード検索数も徐々にアップ！

2024年7⽉
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 国内航空券〜継続的なUI/UX改善により取扱⾼‧粗利益をキープ〜

継続的なUI/UX改善とお客様の声に寄り添ったサイト構築により
取扱⾼‧粗利益ともに前四半期同⽔準を達成！！

〜FY24.3Q*¹対⽐で取扱⾼106%、粗利益100%をキープ〜

プロモーション強化による認知度拡⼤
冬ダイヤ発売時における各種プロモーションの露出強化によ
り、冬季需要の獲得に成功。取扱⾼の増加に寄与。

お客様の声に寄り添った、信頼性の⾼いサービスを提供
クレジットカード決済時の不正利⽤対策の強化や、アンケー
トによるお客様のご意⾒を取り⼊れたUI/UX改善の実施により
サービス品質の向上を実現。

取扱⾼

※FY24.3Q*1対⽐

106%

粗利益

※FY24.3Q*1対⽐

100%

＜国内航空券の取扱⾼の推移＞

FY24.4Q*²(3ヶ⽉)FY24.3Q*¹(3ヶ⽉)
*1 2024年4~6⽉期実績
*2 2024年7~9⽉期実績

粗利益
取扱⾼

61

エアトリ旅⾏事業
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お客様の声を反映し、キャンセル
フローでの料⾦明記やご利⽤ガイ
ドのお⽀払いに関する表現を改
修。これにより、ユーザビリティ
の向上を実現。

お客様の声を反映した
UI・UX改善

不正利用検知ツール

Forterの導入

エアトリ旅⾏事業⼀⻫発売に伴う露出強化により集客増強、
不正利⽤対策等のUI/UX改善で、安⼼‧信頼のサービスを提供！

冬ダイヤ⼀⻫発売
に合わせて告知を実施

※2024年8⽉ ※2024年8⽉※2024年8⽉

サイト上でのクレジットカード不
正利⽤を防⽌するため、不正検知
ソリューション「Forter」を導
⼊。お客様がより安⼼して購買い
ただけるプラットフォームを構
築。

2024年冬ダイヤの販売開始に合わ
せ、SNSやメルマガでの情報発
信、特設LPの制作を実施するなど
露出⾯を強化し、最⼤限に予約を
獲得。

 国内航空券〜露出強化による集客強化とニーズに沿った安⼼‧信頼のサービス提供〜

62
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 国内エアトリプラス(航空券＋ホテル) 〜継続的な在庫の拡充とリピーター施策により、顧客の獲得に成功〜

      継続的なキャンペーンと商品拡充
顧客体験の満⾜度向上により取扱⾼‧粗利益を向上

〜GoTo トラベル事業中FY20.4Q⽐で取扱⾼171%、粗利益174%を達成〜

63

エアトリ旅⾏事業

顧客満⾜度の改善と継続的なキャンペーンの実施
お客様アンケートを実施することで顧客の期待に応
え続けるとともに、キャリアと独⾃のキャンペーン
を実施。

航空券の券種拡充とホテル在庫の拡⼤
往復特別価格リリースや、直契約ホテルの在庫の販
売を強化することで、予約件数増加を図るとともに
販売拡⼤に注⼒。

63

粗利益取扱⾼

171% 
※FY20.4Q
(3ヶ⽉)対⽐

粗利益

174%
  ※FY20.4Q

(3ヶ⽉)対⽐

FY20.4Q(3ヶ⽉) FY24.4Q(3ヶ⽉)

取扱⾼

※予約⽇ベースの取扱⾼/粗利益実績となります。
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ベストリザーブ社の⼦会社化に伴
い、直契約のホテル在庫を拡充。購
⼊時の選択肢の増加で、販売拡⼤に
注⼒するとともに、予約件数増も図
る。

航空券の拡充

スカイマーク往復特別価格の販売開始
により⼈気の新千歳や那覇を含む全12
都市への航空券の在庫を拡充。また、
Peach、ANA、JALとの共同キャンペー
ンを実施。メルマガやアプリプッシュ
で販売促進も強化。

    ホテル在庫の拡充

※2024年7⽉ ※2024年7⽉

航空券‧ホテルの販売商品の拡充と
継続的なUI/UX改善により、顧客満⾜度の向上を実現

〜国内エアトリプラスの顧客ニーズを満たすサービスを提供〜

 国内エアトリプラス(航空券＋ホテル)  〜商品の販売拡充と顧客満⾜度に貢献し、信頼関係を築き上げる〜

国内エアトリプラス内の予約の予約もエ
アトリアプリ内でより快適に

リピーター施策

予約導線のUI改善により顧客体験を
向上。航空券選択画⾯では、オプ
ションアイコンを表⽰、ホテル選択
画⾯では、プランの絞り込み機能を
追加等、意思決定情報の表⽰改善を
実施。

UI/UX改善

※2024年9⽉

エアトリ旅⾏事業

国内エアトリプラス内の予約の予約もエ
アトリアプリ内でより快適に
ポイント付与の時期を前倒しするア
プローチで、CRMを強化。また付与
のタイミングでメールで通知をを⾏
うことで、ユーザーの購買意欲を⾼
め、リピーター獲得に貢献。

※2024年7⽉
64



Copyright © AirTrip Corp. All Rights Reserved.

 エアトリ国内ホテル 〜継続的なUI/UX改善によりCVRが向上！キャンペーンとの相乗効果で取扱⾼も引き続き拡⼤傾向！〜
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継続的なUI/UX改善によりCVRが向上！
キャンペーンとの相乗効果で取扱⾼も引き続き拡⼤傾向！ 

〜FY23.4Q⽐でCVR123%、取扱⾼112%を達成〜

エアトリ旅⾏事業

FY24を通して継続してきたUI/UX改善により、CVRが
好調に推移
FY24.4Qでは特にデバイス別の予約導線に注⼒して改善を実施。
これまでの改善とあわせて、昨年同期⽐で、CVRは123％の向上
を達成。

CVR

※申込⽇ベースの取扱⾼/CVR実績となります。

取扱⾼

112%
   ※FY23.4Q

対⽐

CVR

123%
  ※FY23.4Q

対⽐

FY23.4Q FY24.4Q

取扱⾼

エアトリ超サマーセールの実施により夏の需要を更に
強化
夏の需要強化として実施したエアトリ超サマーセールにより、
ユーザーの集客強化を実現。CVR向上との相乗効果により、取扱
⾼も112％拡⼤を達成。
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毎年恒例の夏の旅⾏需要に合わせ、キャンペーンを実施。1,000万ポイン
トの⼭分け企画や⽬⽟商品の掲載が、予約数増加に寄与。今後もシーズ
ナリティに応じたキャンペーンを定期的に実施し、国内ホテル事業の成
⻑を⽬指す。

デバイスごとの予約導線を⾒直し、より良いUIを構築した結果、昨年同
期⽐でCVRが123％改善し、継続的にCVRを向上。今後もユーザー
ファーストの理想的なUI/UXを⽬指す。

デバイス別予約導線の⾒直しで
CVR改善、理想的なUI/UXを追求

夏の旅⾏需要に向けたキャンペーンと予約導線の改善で成⻑加速
〜エアトリ超サマーセール実施、デバイス別予約導線改善でユーザー体験向上〜

 国内ホテル 〜夏の旅⾏需要に向けたキャンペーンと予約導線の改善で成⻑加速〜

夏需要獲得に向けた
エアトリ超サマーセールの実施

エアトリ旅⾏事業

66
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 レンタカー〜キャンペーンの実施、事前WEB決済の導⼊により取扱⾼‧利⽤件数が過去最⾼⽔準に〜

キャンペーンの実施、事前決済の導⼊により
取扱⾼及び利⽤件数が、過去最⾼⽔準に到達！！

エアトリ旅⾏事業

＜レンタカーの取扱⾼‧利⽤件数の推移＞
取扱高

エアトリポイントをフックとしたキャンペーンを実施

ポイント還元率UPキャンペーンの実施で、予約数の増加
‧取扱⾼の最⼤化に貢献。

〜FY23.4Q対⽐で取扱⾼124%、利⽤件数140%達成〜

取扱⾼

※FY23.4Q対⽐

124%
利用件数

利⽤件数

※FY23.4Q対⽐

140%

事前WEB決済機能を導⼊

⼀部店舗における事前WEB決済機能の導⼊により、キャ
ンセル率の低下に貢献。

FY24.4Q*²(3ヶ⽉)FY23.4Q*¹(3ヶ⽉)
*1 2023年7~9⽉期実績
*2 2024年7~9⽉期実績
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 エアトリバス〜路線数の拡充と継続的なUI/UX改善により取扱⾼が向上〜

路線数の拡充と継続的なUI/UX改善により取扱⾼が向上
エアトリ旅⾏事業

＜エアトリバスの取扱⾼の推移＞

FY23.4Q FY24.4Q

取扱⾼

〜FY23.4Q対⽐で取扱⾼444%を達成〜

取扱⾼

※FY23.4Q対⽐

444% 更なる取扱⾼の向上に向けた、各施策を実施

提携先との連携強化により販売路線の拡⼤、UI/UX改善
‧クロスセル導線配置、新機能開発に注⼒し更なる成⻑
を図る。

※乗⾞⽇ベースの取扱⾼実績となります。 68
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 エアトリ新幹線〜認知度向上‧外部サービス連携拡⼤による過去最⾼収益〜

マーケティング施策による認知度向上
外部サービス連携拡⼤により取扱⾼伸⻑

〜FY23.4Q⽐で取扱⾼182%、粗利178%を達成〜

69

エアトリ旅⾏事業

取扱⾼

※FY23.4Q対⽐

182%

取扱⾼

FY23.4Q FY24.4Q 

※発券⽇ベースの取扱⾼/粗利実績となります。

粗利

粗利

※FY23.4Q対⽐

178%
外部サービス連携拡⼤
外部サービスとの連携を拡⼤し、取扱⾼‧粗利が伸⻑

認知度向上、マーケティング施策によるユーザ増
夏の旅⾏需要に向けた効率的なマーケティング施策を実施
し、ユーザ流⼊数が⼤幅に向上

UI/UX改善の重点強化
申込ページの操作性改善によるCVR向上、FAQやお知らせ機
能の新設によるユーザビリティ向上で今後のユーザー定着
を図る
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 海外航空券‧海外エアトリプラス（航空券＋ホテル）〜エアトリ超サマーセール〜

　

70

エアトリ旅⾏事業

旅⾏需要が更に⾼まる夏に向けて旅⾏をPR！
1,000万ポイント⼭分けによるキャンペーンで
昨年同期間⽐でCV数+112%達成！

今後も需要の拡⼤時期に合わせた
キャンペーン開催などにより、
海外旅⾏事業の更なる成⻑を⽬指します。

70

エアトリ 超サマーセール実施！
昨年同期間⽇でCV数+112%達成！
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 海外航空券‧海外エアトリプラス（航空券＋ホテル）〜エアトリ海外航空券セール〜

　

71

エアトリ旅⾏事業

施策実施のタイミングと季節性を意識した
訴求が市場の旅⾏需要とマッチしたことで
予約の増加を実現！

今後も市場動向に合った施策の開催や魅⼒的な
訴求によって、海外旅⾏事業全体の成⻑を⼀層
加速させていきます。

71

7⽉‧8⽉‧9⽉に海外航空券セール実施！
夏休みと年末年始の旅⾏需要期に向けた予約が増加！

■9⽉クーポン配布

■7⽉割引セール

■8⽉割引セール
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 海外航空券‧海外ホテル‧海外エアトリプラス(航空券＋ホテル)

　

72

エアトリ旅⾏事業

往復同様にアプリ内で
検索〜商品詳細まで
確認出来るよう
ネイティブ化を実装。

UI/UX改善を⾏い、
ユーザーフレンドリーな
サイトを提案。

72

継続的なアプリのUI/UX改善を実施
〜⽚道検索機能のアプリ内ネイティブ化〜
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 海外航空券‧海外ホテル‧海外エアトリプラス(航空券＋ホテル)

　

73

エアトリ旅⾏事業
顧客満⾜度プロジェクトを推進 

〜よくある質問ページのリニューアル〜

「よくある質問ページ」
に閲覧数の多い質問を表
⽰。
気になる質問がすぐに⾒
つかり利便性を向上。
併せて
よくある質問項⽬
カテゴリー毎の項⽬
をより充実させ、お客様
の疑問を解消、使いやす
いサイトを⽬指していま
す。

73



Copyright © AirTrip Corp. All Rights Reserved.

 海外航空券‧海外ホテル‧海外エアトリプラス（航空券＋ホテル）

74

エアトリ旅⾏事業

海外航空券購⼊者様への
クロスセルとして提供

アフィリエイト連携サービスの
拡充により、タビナカ商品のク
ロスセル強化を図る。

出発 現地出発現地到着

スーツケース
レンタル

空港送迎 /
⾼速鉄道 GPS海外

レンタカー Wi-Fi / eSIM
観光施設
チケット

オプショナル
ツアー

タビナカ（旅⾏中）サービス

74

オンライン
医療相談

ゴルフ場
予約

NEW

韓国を代表する旅⾏‧エンターテインメントプラットフォームを運営する
「InterparkTriple (インターパークトリプル)」と業務提携を開始！

〜エアトリサイト内でK-POPコンサートチケットを販売。
海外旅⾏のさらなるサービスラインナップ拡充へ〜

業務提携

K-POP
コンサート
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 海外航空券‧海外ホテル‧海外エアトリプラス（航空券＋ホテル）

　

75

エアトリ旅⾏事業
海外旅⾏需要の確実な取り込みに向けて

クロスセル商材の継続的なUI/UX改善を実施

よりお客様に選ばれるサービ
スの提供を⽬指して

海外航空券購⼊ユーザーに対し旅
⾏保険もエアトリを通じてご予約
いただけるよう、UI/UXの継続的な
改善を⾏っていきます。

補償対象範囲をイラストと併せて明記することで、海外旅⾏傷害保険の加⼊メリット、安⼼感
を訴求。

【海外旅⾏傷害保険】保険加⼊率向上のため、加⼊画⾯のデザインを改善

75
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‧データ分析の基盤を通期で強化実施
‧各種ライブラリの最新化を通期で実施

‧新規サプライヤー接続とAPI最新化を第2Qまでに完了
‧海外ホテル商材のバリエーションを下期で拡充

‧海外旅⾏商材のバリエーションを通期で拡充
‧海外サービスのUI/UX改善と新規機能を通期で構築

海外旅⾏における確実な需要獲得に向けた
システム開発を戦略的かつ迅速に推進

〜積極的なシステム開発‧投資を継続中〜

76

 海外航空券‧海外ホテル‧海外エアトリプラス（航空券＋ホテル）〜システム開発のロードマップ〜

サイト内機能追加

外部システムとの接続、強化旅⾏サプライヤーとの接続強化

海外旅⾏商材のバリエーション拡充

25年9⽉期 1Q 25年9⽉期 2Q 25年9⽉期 3Q 25年9⽉期 4Q

エアトリ旅⾏事業

＜2025年9⽉期 システム開発計画＞

UI/UX改善と新機能追加

データ基盤の改善強化 システム基盤の強化‧⾼度化

海外ホテル商材のバリエーション拡充

各種ライブラリの最新化

76
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 海外ツアー 〜ハワイ需要獲得に向けてホテル特典満載のお得なプランをご⽤意

　

77

エアトリ旅⾏事業

ハワイ需要獲得に向けてホテル特典付きのお得なツアーをご⽤意
〜お部屋のアップグレードやアーリーチェックイン等嬉しい特典付き〜

直契約のホテルからのご協⼒

ハワイ旅⾏者への需要獲得に向けて、直接契
約があるホテルから、多⼤なるご協⼒をいた
だき、お得な特典付きツアーを多数ご⽤意

お客様に喜ばれるツアーをご⽤意

ハワイに着いたら専⽤送迎⾞でホテルまで即
ご案内、チェックインはアーリーチェックリ
ンのプランを多数ご⽤意、ハワイに旅⾏した
ら絶対に海の⾒える部屋がお薦め等、お客様
に喜ばれるツアーをご⽤意

77
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その他注⼒事業
〜直近のアクションと成果〜

78
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 投資事業（エアトリCVC）〜GROWTH VERSE社と資本提携〜

79

資本提携

Growth AI Platform「AIMSTAR」の開発‧提供を⾏う
株式会社GROWTH VERSEと資本業務提携

〜同社は将来的な上場を視野にいれており、
当社の上場経験及びノウハウを最⼤限活かして、効率的な準備を⽀援〜

投資事業（エアトリCVC）
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 投資事業（エアトリCVC）〜MOYAI社と資本提携〜

80

資本提携

AIカメラソリューション「IoTube」を提供する
株式会社MOYAIと資本業務提携

〜同社は将来的な上場を視野にいれており、
当社の上場経験及びノウハウを最⼤限活かして、効率的な準備を⽀援〜

投資事業（エアトリCVC）
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成⻑領域への積極投資を継続 
累計営業投資先135社 総投資額約53億円

 投資事業（エアトリCVC）〜更なる成⻑領域への投資の継続〜

※2024年11⽉時点

※上記集計から当社⼦会社‧関連会社への投資（合計4社、総投資額34億円）は除いております。

･･･etc

81

投資事業（エアトリCVC）
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 投資事業（エアトリCVC）〜IPO実績 累計19社達成  毎期継続的にIPO実績を積み上げ〜

※公募価額ベース時価総額及び初値価額ベース時価総額は当社試算

投資先IPO実績は19社(うち⼦会社上場2社‧関連会社上場1社)

ハイブリッドテクノロジーズ 関連会社上場
【東証グロース：4260】2021年12⽉上場

公募49億円、初値78億円

ラストワンマイル
【東証グロース：9252】2021年11⽉上場

公募46億円、初値68億円

ROBOT PAYMENT
【東証グロース：4374】2021年9⽉上場

公募69億円、初値139億円

まぐまぐ ⼦会社上場
【東証スタンダード：4059】2020年9⽉上場

公募22億円、初値92億円

ヘッドウォータース
【東証グロース：4011】2020年9⽉上場

公募20億円、初値263億円

サイバーセキュリティクラウド
【東証グロース：4493】2020年3⽉上場

公募92億円、初値212億円

ピアラ
【東証プライム：7044】2018年12⽉上場

公募76億円、初値175億円

和⼼
【東証グロース：9271】2018年3⽉上場

公募44億円、初値125億円

メンタルヘルステクノロジーズ
【東証グロース：9218】2022年3⽉上場

公募60億円、初値84億円

AI CROSS
【東証グロース：4476】2019年10⽉上場

公募38億円、初値69億円

ブランディングテクノロジー
【東証グロース：7067】2019年6⽉上場

公募24億円、初値77億円

プライム‧ストラテジー
【東証スタンダード：9250】2023年2⽉上場

公募46億円、初値103億円

AVILEN
【東証グロース：5591】2023年9⽉上場

公募128億円、初値150億円

ジャパンM&Aソリューション
【東証グロース：9236】2023年10⽉上場

公募18億円、初値31億円

インバウンドプラットフォーム ⼦会社上場
【東証グロース：5587】2023年8⽉上場

公募 62億円、初値 86億円

バリュークリエーション
【東証グロース：9238】2023年11⽉上場

公募20億円、初値34億円

Cocolive
【東証グロース：137A】2024年2⽉上場

公募52億円、初値116億円

82

投資事業（エアトリCVC）

SBC
2024年９月18日（水）

 103,020,816株
×7.66USD×142.71JPY
1126億円

https://sbc-ir.cdn.prismic.io/
sbc-ir/ZzUyYK8jQArT02nD_2
0241113_10Q.pdf

https://drive.google.com/fil
e/d/1Drq7ItDEwRRvkNJseSg
MgiJMTva961iF/view?usp=d
rive_link

SBCメディカルグループホールディングス
【⽶国NASDAQ：SBC】2024年9⽉上場

上場⽇時価総額1,126億円

ROXX
【東証グロース：241A】2024年9⽉上場

公募153億円、初値140億円

https://sbc-ir.cdn.prismic.io/sbc-ir/ZzUyYK8jQArT02nD_20241113_10Q.pdf
https://sbc-ir.cdn.prismic.io/sbc-ir/ZzUyYK8jQArT02nD_20241113_10Q.pdf
https://sbc-ir.cdn.prismic.io/sbc-ir/ZzUyYK8jQArT02nD_20241113_10Q.pdf
https://drive.google.com/file/d/1Drq7ItDEwRRvkNJseSgMgiJMTva961iF/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1Drq7ItDEwRRvkNJseSgMgiJMTva961iF/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1Drq7ItDEwRRvkNJseSgMgiJMTva961iF/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1Drq7ItDEwRRvkNJseSgMgiJMTva961iF/view?usp=drive_link
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全国主要12都市に就航するスカイ
マークのパッケージツアー販売ペー
ジを刷新し、商品ラインナップも
⼤幅アップ。

スカイマーク
パッケージツアーページを刷新

航空会社や宿泊業者などとの連携を通じて
サービス拡⼤や地⽅創⽣を推進

 地⽅創⽣事業‧クラウド事業

株式会社アビリブが提供する宿泊予約シ
ステム「予約プロクロス」との連携によ
り、複数販売サイトに掲載されたプラン情
報を「かんざしクラウド」経由で⼀括更
新することが可能に。宿泊施設様の作業
負担軽減と宿泊オンライン予約の活性化
促進に貢献します。

「かんざしクラウド」が宿泊予約システ
ム「予約プロクロス」とシステム連携

地域観光プロデュース事業の⼀環として、
ニーズツアーでのパッケージツアー販売開
始及びタイアップ特集ページを公開。各種
施策を最⼤限活⽤し、江⽥島市の観光拠
点としての魅⼒を活かすことで、交流⼈⼝
や関係⼈⼝の拡⼤に貢献してまいります。

広島県 江⽥島荘と連携し、
江⽥島市への来訪促進を⽬的とした

観光促進プロモーションを開始

 地⽅創⽣事業
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 クラウド事業
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新規事業
〜直近のアクションと成果〜
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プロデューサーの増員により
売上⾼が拡⼤

受注量の増加
経験豊富なプロデューサー⼈員を前年同時期⽐5⼈
純増し、新規のリード獲得の増加と商流拡⼤、既
存クライアントからのリピート受注の増加により
売上⾼が前年同期⽐153％

営業⼒‧提案⼒強化
プロデューサーを積極採⽤することにより、営業
⼒と提案⼒を強化し更なる成⻑を⽬指す

売上⾼
153.4%
※FY23.4Q対⽐

グループ会社（関連会社）：ノースショア

FY23.4Q FY24.4Q 

クリエイティブソリューション＆DX事業
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グループ会社（関連会社）：ノースショア

86

業界初！映像カット表の⽣成AI「カットウヒョー」が特許を取得！
映像カット表の⽣成AI「カットウヒョー」を提供するノースショア株式会社（本社：東京都港区、代表

取締役社⻑：⽯井⿓）は、カット表⽣成に関する特許（特許番号 第7530087号）を取得しました。

クリエイティブソリューション＆DX事業
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FY24.4Q売上合計 前年同期⽐190％
〜インターネット広告受託を強化、ナショクラの受注、エアトリCVCとの連携による受注増〜

SNS広告の強化

Meta広告運⽤の営業を強化。SNSを基軸に営
業活動を強化し、個客増加。引き続き提案活動
を継続し、売上拡⼤を⽬指していく。

2次商流から直契約へ
2次商流から直商流へのシフトチェンジし、
継続率や安定性の拡⼤を⽬指している。
引き続き直商流案件の開拓を進めていく。

グループ会社（⼦会社）：GROWTH

FY23.4Q FY24.4Q 

売上⾼

マッチングプラットフォーム事業

 四半期売上合計

※FY23.4Q対⽐

190%



‧本資料は、当社の業界動向及び事業内容について、当社による現時点における予定、推定、⾒込み⼜は予想に基づいた将来展望についても⾔及しております。
‧これらの将来展望に関する表明の中には、様々なリスクや不確実性が内在します。既に知られたもしくは未だに知られていないリスク、不確実性その他の要因が、将来の展望に関する表明に含まれ
る内容と異なる結果を引き起こす可能性がございます。
‧当社の実際の将来における事業内容や業績等は、本資料に記載されている将来展望と異なる場合がございます。
‧本資料における将来展望に関する表明は、利⽤可能な情報に基づいて当社によりなされたものであり、将来の出来事や状況を反映して、将来展望に関するいかなる表明の記載も更新し、変更するも
のではございません。

    株式会社エアトリ（東証プライム：6191)
〒105-6219 東京都港区愛宕2-5-1 愛宕グリーンヒルズ MORIタワー19F
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